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Bacampiciilinの 婦 人科 内性器 感染症 におけ る臨床 成績

後藤忠雄

静岡県立中央病院産婦人科

緒 言

スウェー デ ン ・ア ス トラ社によ り開 発され たAmpieiilin

(ABPC)の エ ステ ル化合物BacampicilliB (BAPC)を 婦人

科内性器感 染症 に試 用 したの で その治験成績を報告する。

BAPCは それ 自体 では 抗菌性が低いが,酸 に安定で脂溶性

であるため経 口投 与時 小 腸よ りエ ステ ル化合物の形のま まよ

く吸収 され,吸 収後直ち に腸 壁で非特異性エ ステラーゼの作

用を受 けて水解されてABPCと なり.ABPCと して の抗 菌

作用を発揮 する。 血中濃度 は経 口投与 で吸 収の良好でない,

ABPCの2～3倍 に達 し,又 血中濃度が最 高値に達する迄

の所要 時間 もABPCの 約2時 間に対 して約1時 間と短い1)。

以上 の事 実よ り婦人科領域の感染症 に対 してABPCと 同様

に使 用可能 のはずである。'

実 験 方 法

1977年6月 よ り10月 まで に 本院 産婦 人科 外 来 を訪 れ た

内性 器 炎症 患 者 の う ち他 医療 施 設 で既 に治療 を受 け て い

る もの を 除 い た22例 にBAPC1,000mg/day (ABPC力 価)

を投 与 し,お お む ね7日 目毎 に内性 器 所 見 を触診 す る と

共 に頸 管 分泌 物 を培 養 して分 離 菌 の消 長 を追 及 し,原 則

として14日 目(4例 のみ16日 目,1例 は10日 目)に 最 終

効果 判 定 を行 った。

効 果 判定 基 準 は,7日 以 内 に頸管 分 泌物 中 よ り菌が 消

失 し,内 性 器 所 見が 悉 く正常 化 した も の をexcellent,

14～16日 以 内 に 菌が 消 失 し,内 性器 所 見 が 悉 く正常 化 し

た もの をgood,14～16日 以 内 に菌 が あ る程 度 減 少 し,

内性 器 所見 もあ る程 度 改善 さ れ たが 共 に充 分 で な い もの

をPoor,内 性 器 所 見 が 改 善 さ れて い て も分 離 菌が 全 く

減少 しな いか 又 は菌 が 消 失 して も内 性器 所 見 が 全 く改 善

され て い ない もの をnoneと した。

細 菌 の感 受 性検 査 は す べ て栄 研 デ ィス ク3濃 度 法 で行

った。 又嫌 気 性 菌の 同 定 はGram-positive bacteria

(以 下GPBと 略 す),Gram-negative bacteria(以 下

GNBと 略 す)を 判 定 す るに とどめ た。

BAPCの 副 作 用 を検 討 す る ため 及び 病 勢 の推 移 の 判

定 に資 す るた め にTable 5に 掲 げ る14項 目に わ たる臨

床 諸検 査 を行 った。

実 験 成 績

全症 例 の 成績 をTable 1,2に 一 括 して 表示 した。

総 数22例 で あ るが,Ne.22は 投与後5日 目 よ り副 作 用が

発現 して7日 目に 脱落 した ため 実験 完 進は21例 であ る。

疾 患 別 にみ る と子宮 附属 器 炎19例(う ち1例 が 脱 落),

子宮 実 質 炎1例,頸 管 炎2例 で。 急 ・慢 性 別 にみ る と急

性 乃至 亜急 性16例(う ち1例 脱 落),慢 性6例 で あ る。

投 与 日数 別 にみ る と14日 間投 与16例,16日 間投 与4例,

10日 間投 与1例,7日 間投 与1例 で,16日 間投 与 は 患者

の来 院 日選 択 の都 合 に よる もの で あ り,10日 間投 与 は投

与後10日 目に 発現 した薬疹 の ため の投 与 中止 例,7日 間

投 与 は投 与 後5日 目に発 現 し た副作 用 として の腹 痛 の た

めの 脱落 の症 例 で あ る。

1. 分離 菌 に対 す る効 果

各症 例 の 頸管 分 泌物 中 よ り分 離 され た細 菌 とその 薬剤

感 受性 及びBAPC投 与 による消 長 はTable 3に 示 す如

くで あ る。 最終 的 に菌 交 代症 を認 め た ものが11症 例 認 め

られ る が,臨 床 所 見 の推 移 か らみ てNo.2の 次 々 に出現

し たKlebsiella, E.celi, GPBが 治 療 開始 前 に分 離 さ

れ たEnterococcus, GNBと 共 に病 状 に 原因 的役割 を

果 して い る可能 性 が 考 え られ る他 は すべ て臨 床 所 見の変

化 と全 く無 関係 で あ る と考 え られ る。

BAPCの 細菌 学 的 な効 果 を一 括 す る とTable 4の 如

く とな り,菌 交 代症 に よ り出現 した菌 株 も含め て総 数47

株 が 分離 さ れ,BAPCに よ り29株 が 消 失 し てい る。 又

この 成績 か らみ てKlebsiellaとE.coliに は や や効 果

が 劣 るか も しれ な い。

2. 臨 床 的効 果

臨床 的 効果 を一括 す る とTable 2に 示 す 如 く で,実

験 完遂21例 中2例(9.5%)がexeellent, 14例(66.7%)

がgood,合 計16例(76,2%)に 臨 床 的 使 用 価 値 を 認 め

た。2例(9.5%)がpoor,3例(14.3%)がnoneで,

合 計5例(23.8%)に 使 用価 値 が 認 め られ なか っ た。
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Table 1 Results of treatment with Bacampicillin in female genital organ infection

Table 2 Clinical response

症 例No.1, 4, 7, 9, 13, 17は 菌 交 代症 に よ り14

日 目に新 しく菌 を分 離 して いる が,BAPC投 与 によ り

消失 した 菌 の消 長 と臨 床所 見 の推 移 が一 致 して いる 事 よ

り,起 炎菌はBAPCに より消失した菌と推定されるた

めgoodと 判定された。No。18は 分離菌の消長と内性

器所見の推移からみて嫌気性菌感染症であったと考えら

れ,菌 交代症があり又投与終了時僅かに嫌気性菌が又出

現しているが内性器所見が治癒の状態にあることから

goodと 判定された。 なお更に7日 後の検査により頸管

分泌物中細菌(一)と なった。No.15は 治療前の頸管分

泌中より検鏡によりDiplococcusが 多数検出されたが

培養不成功に終った。 しか し14日 目には検鏡上この

Diplococcusは 全く消失し,培 養によりKlebsiellaが

少数検出されたが内性器所見は治癒の状態にあったため
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起 炎菌 は このDiploeoccusと 推 定 さ れ,従 ってgood

と判 定 され た。No.16は 治療 前検 鏡 に よ りStaphyloco-

ccusが 多数検 出さ れ た が培 養不 成 功 で あ った。 しか し

BAPC投 与 によ りこのStaphytoceccusは7日 目以 後

頸 管 分 泌 物 中 よ り消 失 し,14日 目の培 養 でKlebsiella

とEcotiが 少 数検 出さ れ た が 内性 器 所 見 は治癒 の状 態

に あ った ため 起 炎菌 は このStaphylococcusと 推 定 され,

従ってgoodと 判定された。

3. 臨床検査値に対する影響

Table 5に 示す14項 目の臨床検査をBAPC投 与前と

投与終了後2日 以内に施行したが赤沈値,白 血球数,血

液像は何れも病勢の推移とよく一致して変動しているこ

とが認められる。他の項目では生理的変動の範囲を超え

る変化を認めなかった。

Table 3 Bacteriological results of treatment with Bacampicillin

* Disk : Eiken
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Table 4 Bacteriological results of treatment with Bacampicillin

4. 副作 用

Table 1に 示 す如く5例 に認められた。この中4例

は消化器障害で,上 腹部激痛1例,上 腹部痛及び下痢1

例,上 腹部不快感1例,嘔 気1例 で,上 腹部激痛例(No.

22)は そのため脱落した。この症例は以後来院せず,爾

後の経過は不明である。他の3例 は投与継続可能であり,

投与終了後速かに軽快した。

薬疹の症例は中等度の発疹にとどまったが掻痒感強く,

そのため投与を中止した。この症例は抗ヒスタミン剤で

軽快した。

考 按

Bacampicillinは1976年7月 本邦における研究会が組

織され,基 礎的および臨床的検討が行われた。本研究は

その産婦人科部門の一部として行われたものである。

BAPCに ついて既に明かにされた基礎的検討事項の

中では産婦人科的には生殖試験成績が最も問題となるが,

妊娠ラット及び白兎に対する検討で生殖能,妊 娠維持に

対する影響は認められず,催 奇形作用も認められず,授

乳期投与によっても母獣及び仔に影響が認められておら

ず,産 婦人科領域において性成熟期婦人に使用しても差

支えないことが明かになっている。よって私は22例 の内

性器感染症にBAPCを 投与してその臨床成績を検討し

たところ前述の如き成績が得られた。内性器感染症に対

する臨床的有効率762%と いう成績はABPC 1,500～

2,000mg/day投 与による平均的有効率70～80%と ほぼ

同等であり,内 性器炎症に対して充分な使用価値がある

と考えられる。

副作用としてはABPCと 同様主として消化器障害。

一部に薬疹を来したが特に問題とする程重大なものは諺

められなかった。上腹部激痛による1例 の脱落があった

が他の抗生物質の副作用に比して重篤ではなかった。

結 語

私はBacampicilli額 を婦人内性器炎症22例 に投与した。

副作用のために1例 が脱落し,21例 に実験を完逐し得た。

頸管分泌物中細菌を分離し,培 養 ・同定 ・耐性検査を行

いつつ1日 投与量1,000mg原 則 として14日 目に最終

判定を行い,21例 中16例(76。2%)に 臨床的使用価値

を認めた。5例(23.8%)は 臨床的又は細菌学的に改善

が不充分又は無効であった。副作用としては4例 に消化

器障害,1例 に薬疹を認めた他は特別の影響を認めなか

った。
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CLINICAL EVALUATION OF BACAMPICILLIN

IN FEMALE GENITAL ORGAN INFECTION

TADAO GOTO

Department of Obstetrics and Gynecology,
Shizuoka Central Prefectural Hospital

Bacampicillin was applied to 22 cases of female genital organ infection. One case dropped out because of side effect
and 21 cases could tolerate the administration till the end of clinical study. The bacteria in secretion from cervical
canal were isolated, cultivated and identified, and the sensitivity to the drug was studied. At the doses of 1,000 mg/day
(ABPC titer), the transition of the bacteria in secretion from cerivical canal and of clinical findings were examined. As
the result, antibacterial and clinical effect comparable to that by ampicillin was observed. No significant side effects
were observed except in one case of moderate drug rash, 3 cases of slight digestive disturbance and one cue of severe
upper abdominal pain.


